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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、海外と日本の農村で実施したフィールド調査に基づいて、研究集会と
シンポジウムを多く開催し、農村変化について深くかつ開かれた討論を行った。近代の諸位相、たとえば国民国
家の形成、農業の生産主義／ポスト生産主義的な展開、農村の衰退過程において、集落の再編が進むことを実証
的に解明した。さらに現在の日本農村に観察される新しい傾向や実践が、集落の再編と深く結びつくことを理論
的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Based on field surveys of rural areas conducted in Japan and abroad, this 
research project has organized a number of research meetings and symposiums to engage in deep and 
open discussions on rural change. We have empirically elucidated that in various phases of 
modernity, for example, in the formation of the nation-state, in the productivist/post-productivist 
agricultural development, and in the process of rural decline, the reorganization of rural 
settlement system is underway. We also theoretically clarified that the new trends and practices 
observed in rural Japan today are deeply connected to the reorganization.

研究分野： 人文学　人文地理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本の農村において集落はムラと呼ばれ、明確で強い機能を持ち、人々の暮らしを支える役割を果たしてきた。
本研究課題が明らかにした国内と海外の農村における集落変化の文脈は、集落が可変的な存在であることを再認
識させるものである。いま日本の農村は人口減少と高齢化によって大きな変化の中にあるが、田園回帰の傾向や
地域運営組織の編成を集落の再編を通して新しい農村の暮らしをつくるものとする理解は、地域づくりの実践に
理論的な依拠となるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 本研究課題の中心的なテーマである集落再編が、日本農村の現状と将来に関する相反する 2 
つの考え方、すなわち「地方消滅論」と「田園回帰論」の双方において論点の核となっているこ
とは、前者において「村たたみ」が、後者においては「村づくり」が鍵概念の一つとなっている
ことにも現れていた（小田切徳美,2014）。 
(2) 集落再編については、農村計画学、農村社会学とともに農村地理学が長く取り組んできた研
究、すなわち過疎論から周辺地域論へと続く研究の蓄積があるにもかかわらず（岡橋秀典,1998）、
それらが社会的に充分に活かされてきたとまでは言いがたいことは、研究者の数や実証研究へ
の傾斜といった斯学の事情だけでなく、長く積み重ねられてきた知見の確認と再評価について
やり残されていることが少なくないためと考えられた。 
(3) 科学と技術の急展開は世紀末に大きく時代を回転させたが、農村そのものも、農業と結びつ
いた生産地域から、消費の対象へと社会的構築の次元において転換しつつあり（田林明,2013）、
農村の意味を再考することが求められていた。 
 
２．研究の目的 
(1) 集落再編に関する知見を体系化して社会に還元しうる形にすることが、本研究課題の主たる
目的である。第一義的には、学術レベルで研究集会やシンポジウムを実施し、そこにおける深い
討議と、それにもとづく個別の論文と書籍を公開することを通して実現されるものであるが、さ
らにそれらの知見を社会に伝える工夫が必要となる。その際に、集落の規模や立地、社会経済的
特性がその持続可能性にいかなる影響を与えるのかを定式化してゆくことを目指した。 
(2) 集落再編をめぐる議論が日本に収斂して行われる傾向にあるが、それを海外における集落を
参照枠に据えることで相対化することも、本研究課題の目的である。中国では公有制を基礎とし
た中心集落の建設、韓国では新自由主義的政策下の農村空間の再編、エチオピアでは
villagization 以降の農村変化、ラオスでは農村開発と焼畑抑制のための集落移転事業、イギリ
スでは逆都市化の下での農村計画の展開などを取り上げることとなった。しかし、これらは他国
の経験を紹介するにとどまるものではなく、フィールド調査を通して批判的に海外事例を検討
することで、各地域の文脈を踏まえて日本農村を照射することがめざされた。 
 
３．研究の方法 
(1) フィールド調査に基づく集落再編の実態把握が、本研究課題が重視する方法である。国内と
海外を問わず、各メンバーが研究を展開してきた調査地を対象とすることで、詳細な地域理解に
基づいて集落再編の経過を明らかにしてきた。集落再編を考察するためには、深い地域理解と土
地に根ざしたフィールド調査を必要とすることから、その経験の豊かな農村地理学研究者を国
内と海外それぞれに複数配置し、国内班と海外班には研究の進展をスパーバイズする統括研究
者を置き、班内の情報共有を進めた。さらに両者を活発な討議において統合する役割を京大拠点
が担い、そこに批判的検討を行うための連携研究者が加わった。 
(2) 本研究集会の特色をなす方法として、研究集会・巡検・シンポジウムを頻度高く開催して討
論を深めたことが挙げられる。研究集会は、日本地理学会において 2度のシンポジウムを開催し
た他、京都大学および学会開催時に行うビジネスミーティングを実施した。さらに、国内の複数
の調査地で臨地研究会を開催した（2 泊 3 日）。フィールドに集まって討論することで、現地関
係者との交流の場をつくるなど、社会的な結びつきを常に意識することにつながる。また海外調
査地のうち中国、韓国で、巡検つき臨地研究会を実施（3 泊 4 日）し、景観観察や現地研究者
との交流など、文献や報告だけでは得られない踏み込んだ討論を行った。 
(3) 方法論としての生活空間論は、水津一朗（1964）が洗練・体系化したものであり、地域の重
層性をダイナミックに捉える地域論を研究レベルで操作化している（浜谷正人,1988）。生活空間
論の方法的特徴は、生活者の次元から空間性を考えるベクトルを持つことであり、質的なフィー
ルド調査に親和的である。集落再編を考察するにあたって、施設立地やインフラ整備などといっ
た供給側の論理を相対化することを可能にし、農村の商品化など新しい農村変化に対してもア
プローチを明確化することとなった。 
 
４．研究成果 
 集落再編の国際比較を通して、国民国家の形成や農業の生産主義／ポスト生産主義の展開と
いった近代化の諸位相において集落再編が進むことを実態的に解明するとともに、日本農村に
おける田園回帰や地域運営組織といった新しい動向が、集落再編と深く結びついていることを
明らかにした。 
(1)田園回帰に関するシンポジウムを日本地理学会秋季大会（2017 年）において開催し、その概
要を学術誌「E-journalGEO」に発表した。さらにこうした研究成果を月刊誌「地理」の田園回帰
の特集号（2018 年）として公開した。 
(2)集落再編の国際比較をめぐる国際シンポジウムを京都大学において開催（2019 年）し、そこ



における発表と討論に基づく英文論集の編集作業を進めている。 
(3)地域運営組織に関するワークショップを鳥取大学において実施し、その議論に基づいて日本
地理学会大会のシンポジウムを企画し、コロナ禍に対応したオンライン会議（2020 年）として
実質的な討論を行った。それに基づく論集の編集作業を進めている。 
(4)国内においては、中国山地、中央高地、東京、伊豆半島で臨地研究集会を実施し、海外にお
いては、中国と韓国において臨地研究集会を実施した。それぞれの臨地研究集会では、農村変化
の実際を巡検により把握するとともに、科研メンバーに加えて現地研究者・関係者との深い討論
を重ねた。 
(5)オーストラリアから Guy M Robinson 教授（2016 年）、中国から曹栄林教授（2017 年）を招聘
し、集落再編にかかわる学術交流ならびに講演会を実施した。 
(6)こうした種々の取り組みを通して、科研メンバーは個別の論考を論文と著書・口頭発表とし
て、学術界への公開と社会への貢献を積極的に実施した。 
＜引用文献＞ 
小田切徳美『農山村は消滅しない』2014 
岡橋秀典『周辺地域の存立構造』1998 
水津一朗『社会地理学の基本問題』（1964） 
田林明『商品化される日本の農村空間』2013 
浜谷正人『日本村落の社会地理』1988 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Sakuno,Hirokazu 39

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
アメリカ国立公文書館（NARA）所蔵の空中写真標定図─GISを用いたマップ検索システム構築に向けて

待兼山論叢＜日本学編＞ 1-17

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
佐藤廉也・李宝峰・高橋司 52

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Transnational Migration and Rural Transition along China’s Borderland

Infinite Rural Systems in a Finite Planet 426-431

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Kim, Doo-Chul －

 １．著者名

10.1016/j.landusepol.2019.01.038

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Farmers’ landholding strategy in urban fringe areas: A case study of a transitional commune
near Ho Chi Minh City, Vietnam

Land Use Policy 95～104

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Nguyen Quang、Kim Doo-Chul 83

 １．著者名



2019年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
田園回帰における継業―「家業」意識への対応として

地理 20-26

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
筒井一伸・嵩　和雄・尾原浩子 63-6

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
農山村をめぐる課題と政策研究

経済地理学年報 52-59

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
筒井一伸 64

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
農村空間の商品化と「田園回帰」

地理 48-54

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
中川秀一 63-6

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
人口減少社会における関係人口の意義と可能性

経済地理学年報 10-28

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
作野広和 65

 １．著者名



2018年

2018年

2018年

2018年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
農山村をめぐる地域論的視座

経済地理学年報 60-65

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
中條暁仁 64

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
十勝地域における「大規模農業」の軌跡とこれから

地理 32-39

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
吉田国光・渡辺悌二 63-8

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
田園回帰は反都市化のさきがけか？

地理 35-41

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
磯田弦 63-6

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
田園回帰と連帯経済の接点をさぐる

地理 55-61

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
立見淳哉・筒井一伸 63-6

 １．著者名



2018年

2018年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中山間地域における地域資源の活用実践と住民の対応

経済地理学年報 171-181

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
中條曉仁 63

 １．著者名

10.4157/ejgeo.12.318

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
シンポジウム報告：田園回帰と地理学理論

E-journal GEO 318-321

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
小島泰雄、筒井一伸、磯田弦、中川秀一、中條曉仁ほか 12-2

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
農山村の高齢社会化と田園回帰の可能性

地理 27-34

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
中條暁仁 63-6

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中山間地域における無住寺院の実態と檀信徒の対応―広島県北部寺院調査の中間報告

教化学研究 103-109

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
中條暁仁 10

 １．著者名



2017年

2017年

2017年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
農山村集落の生活を支える地域外家族のネットワークの状況に関する調査―愛知県北設楽郡豊根村におけ
る2002年調査と2015年調査の比較を通じて

愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要 25-32

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
佐久間安富・筒井一伸・黍嶋久好 4

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
熊本県芦北町黒岩集落における人工林化にともなう山腹斜面景観の変容－焼畑農業衰退前後の就業動向に
着目して－

地理学評論 459-474

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
吉田国光 90

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
平戸島における宗教分布と集落空間構成の地形的条件

史淵 103-134

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
今里悟之 155

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Sedentarization of nomadic shifting cultivators: The Majangir of lowland Ethiopia

Senri Ethnological Studies 191-229

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Sato, R. 95

 １．著者名



2017年

2017年

2018年

2017年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
「田園回帰」の潮流と地域づくり

自治研かごしま 22-36

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
筒井一伸 117

 １．著者名

10.1016/j.ecolecon.2018.03.008

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Addressing Maladaptive Coping Strategies of Local Communities to Changes in Ecosystem Service
Provisions Using the DPSIR Framework

Ecological Economics 226～238

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ehara Makoto、Hyakumura Kimihiko、Sato Ren'ya、Kurosawa Kiyoshi、Araya Kunio、Sokh Heng、
Kohsaka Ryo

149
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中山間地域における高齢者の購買行動の現状―津山市阿波地区を事例に

地域地理研究 10-15

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
本田恭子・金　どぅ哲・生方史数 23-1

 １．著者名

10.24586/jags.10.2_85

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
石川県七尾市一本杉通り商店街における商業活性化策の展開

地理空間 85-95

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
高田岬・吉田国光 10

 １．著者名



2016年

2016年

2017年

2017年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Spatial Structures of Japanese Hidden Christian Organizations on Hirado Island: A Comparative
Study of Three Villages and Ikitsuki Island

Japanese Journal of Religious Studies 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Satoshi Imazato 44

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
高校地理教科書における焼畑記述─誤解の拡散とその背景

待兼山論叢＜日本学編＞ 1-20

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
佐藤廉也 50

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中国の一人っ子政策の転換

地理・地図資料 7-10

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
小島泰雄 2016-1

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
延吉農村における朝鮮族の移動性と農地の流動化

地域と環境 25-35

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
小島泰雄 14

 １．著者名



2017年

2016年

2016年

〔学会発表〕　計49件（うち招待講演　2件／うち国際学会　10件）

2020年

 ２．発表標題

日本地理学会2020年春季学術大会
 ３．学会等名

小島泰雄
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

農村変化と集落再編を形態論から考える

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
学界展望　村落

人文地理 324-327

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
筒井一伸 68-3

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
犬山城下町の空間構造とその形成過程

地域と環境 1-23

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
山村亜希 14

 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
中山間地域における地域資源の活用実践と住民の対応

経済地理学年報 印刷中

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
中條曉仁 62-2

 １．著者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本地理学会2020年春季学術大会

日本地理学会2020年春季学術大会

日本地理学会2020年春季学術大会

日本地理学会2020年春季学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

作野広和

今里悟之

金どぅ哲

中條暁仁

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

高齢社会化と地域福祉をめぐるコミュニティの再編成

地域運営組織の設立過程と地域的意義

地域運営組織と村落地理学

地域運営組織は過疎地域再生の切り札になるか



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本地理学会2020年春季学術大会

第11回 東日本入会山村研究会研究大会

2019年度経済地理学会関西支部2月例会

日本地理学会2020年春季学術大会
 ３．学会等名

 ３．学会等名

中川秀一

中川秀一

 ３．学会等名

 ３．学会等名

吉田国光

筒井一伸

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

農業インフラの管理をめぐる様々な担い手と社会ネットワーク

地域運営組織の可能性と直面する課題

田園回帰とコモンズ化からみた入会林野の位相

再編過程にある林業の地域構造について―林業成長産業化と地域森林管理―

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

The 14th Japan-Korea-China Joint Conference on Geography（国際学会）

The 14th Japan-Korea-China Joint Conference on Geography（国際学会）

大日本農会2019年度第1回農業懇話会

NGUYEN Quang and KIM Doo-Chul

DUONG Thi Thu Ha, and KIM Doo-Chul

作野広和

作野広和

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
2019年度人文地理学会大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年
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